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問題 10.1 (講義ノート注意 10.1.1, 問題 10.1.1). 滑らかな曲線の接ベクトルに関して, その長さが正になるこ
と, その方向ベクトルが曲線のパラメータ表示の取り方に依存しないことを示せ.

問題 10.2 (講義ノート命題 10.3.1 証明). 複素関数 F (z) := i−z
i+z と G(w) := i 1−w

1+w に関して, F (G(w)) = w,

G(F (z)) = z, 及び u, v ∈ Rに対して ImG(u+ iv) = 1−u2−v2

(1+u)2+v2 となる事を示せ.

問題 10.3 (講義ノート定理 10.3.3, 問題 10.3.2). 単位円板 Dについて, 任意の双正則写像 f : D → Dが適当
な θ ∈ Rと α ∈ Dを用いて

f(z) = eiθ
α− z

1− αz

と書けることを, 以下の手順で示せ.

(1) f に対しある α ∈ Dが存在して, g := f ◦ ψα は双正則写像 g : D → Dを定め, また g(0) = 0 である.

但し ψα(z) :=
α−z
1−αz .

(2) 任意の z ∈ Dに対し |z| = |g(z)|. (g および g−1 に Schwarzの補題 (命題 10.3.2) を適用する.)

(3) g(z) = eiθz と書ける. (再び Schwarzの補題を用いる.)

(4) 主張を示せ.

解答は講義ノートの該当箇所を参照して下さい.
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